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併せて同様に島根大学の学習における ICT 機器活用は 5 年前から Moodle が一般的に用いられ，授

























さらに，ICT 活用の現状を知るため，職業能力評価基準※2 を用いて受講生の ICT スキルを測定す









表 1 鳥取大学「主体的に学ぶということ」シラバスと学習科学の知見 
回 主体的に学ぶということ授業内容(実施内容を優先) 扱った学習科学の内容 
1回(10/3) 主体的に学ぶことと21世紀スキル 学習科学，ICT(Moodle) 
2回(10/10) 映像教材を題材とした協調活動：Jasper課題 映像教材，アンカー教材 
3回(10/17) 学習という概念と建設的相互作用を活用すること 知識構成型ジグソー法 
4回(10/24) 知識構成型ジグゾー法体験と学習科学 知識構成型ジグソー法 
5回(10/31) 対話による協調を仕組むこと 建設的相互作用 
6回(11/14) 評価って何だ？診断的評価/形成的評価/総括的評価 評価の三角形 
7回(11/21) ICT機器活用演習(Knowledge Forum) Moodle,Knowledge Forum 
8回(11/28) 学習意欲を読み取り，引き出す 自己効力測定尺度 
9回(12/12) キャリア発達と自己の持ち味分析  
10回(12/19) コミュニケーションスキルと人間関係づくり 情報伝達 
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表 2  島根大学「学習科学」シラバスと鳥取大学実践 
 シラバスによる島根大学での履修内容 鳥取大学で実践した授業の関連内容 
1 オリエンテーション  
2 行動主義的学習観と構成主義的学習観 1 回，4 回，5 回に関連内容 
3 社会構成主義的学習観と協調学習 3 回，4 回，5 回に関連内容 
4 熟達と学習の転移 6 回に関連内容 
5 認知的徒弟制  
6 認知発達  
7 学習環境のデザイン 3 回，6 回に関連内容 
8 学習科学と評価 1 回，6 回に関連内容 
9 問題解決学習とプロジェクトベース学習  
10 学習科学とテクノロジー 7 回に関連内容 
11 ポスター発表会に向けた GW  
12 ポスター発表会  
13 Jasper プロジェクト 2 回に関連内容 
14 ジグソー法と学習科学 4 回に関連内容 












2.2  ICT による学習活動支援 
授業では，学習者の支援のために Moodle（ver. 2.4.3）と Knowledge Forum（以下，KF とする）
を利用した。 
Moodle（http://moodle.org/）は，協調学習支援機能が充実したオープンソースの LMS(Learning 















14回(1/30) 自己のモチベーションの振り返りと学習者としての自覚 自己効力測定尺度 





















条件で採集できたデータは 9 名であり，その 9 名のデータを前後比較している。 














増減 1回目 2回目 増減    
 統制感 2.64 2.64 0 
2.68 2.74 0.06 
   
 手段保有感(努力) 3.07 3.04 -0.04    
 手段保有感(能力) 2.37 2.41 0.04    
 手段保有感(教師) 2.67 2.93 0.26    
社会的関係性測定尺度 1回目 2回目 増減 1回目 2回目 増減    
 教える役割 2.78 2.93 0.15 
2.84 3.00 0.16 
   
 周囲の期待 2.59 2.67 0.07    
 身近な友人 3.15 3.41 0.26    
メタ認知測定尺度 1回目 2回目 増減 1回目 2回目 増減 1回目 2回目 増減 
自己評価 
学習課題の把握 2.74 2.93 0.19 
2.83 3.05 0.22 
2.77 2.93 0.16 
学習状況の把握 2.93 3.07 0.15 
自己目標の設定 2.81 3.15 0.33 
自己制御 
課題解決のプランニング 2.59 2.59 0 
2.69 2.74 0.06 
課題解決の情報処理 2.78 2.89 0.11 
学習方略測定尺度 1回目 2回目 増減 1回目 2回目 増減 1回目 2回目 増減 
リハーサル方略 
暗唱 3.11 3.22 0.11 
3.11 3.35 0.24 2.88 2.98 0.1 模写 3.00 3.28 0.28 
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イメージ化 3.00 3.06 0.06 
2.76 2.72 -0.04 言語的符号化 2.78 2.61 -0.17 
要約，ノート化 2.50 2.50 0 
体制化方略 
群化 2.78 2.93 0.15 
2.76 2.87 0.11 



































3.2  ICT による学習活動支援 
学生の ICT 機器活用についての現状を知り，今後の学習活動の支援方法を検討するために，「主体































1 4 5 0 




1 8 1 0 








0 7 3 0 
7 インターネットを使って必要な情報の検索を的確に行っている。 2 5 3 0 
8 収集データを，性質に応じて適切な方法によりグラフ化，図表化している。 1 2 5 2 
9 KF はあなたの学習や活動の役に立ちましたか？ 2 8 0 0 
 
表４より，受講生はPC操作に対して「常にできている」と回答するほどの自信はないものの，概ねPCを活用
できていると考えていることが分かる。また，全員が KF は学習活動に役立つと答えており，ICT による学習支
援の効果を実感していることが分かる。 
Moodle や KF に関する自由記述アンケートの回答からは，授業を支援するシステムの利便性を効




























 講義の今までの資料が同じページ上にリストアップしてあるので RENANDI よりも全体を俯瞰してみることができる 
 レポートの提出が，Web 上でできるので家からでも提出できるし，印刷する手間が省けるのでありがたかった 
 思ったことがあれば WEB に載せてグループの人と交流できる 
Moodle を使って，困ったと感じたこと 
 何かを書き込むと，その講義またはそのグループの人たちにウェブ上とメールで送信されてしまうこと 
 パスワードや URL を忘れたらログインできないし，ネット環境がないとかなり不便であった 
 使い方をきちんと理解していないと使いこなせなかったところ 




















 日本で LINE や facebook，Google がよく使われている中で，Knowledge Forum はすごくマイナーで使い
方がわからなかったという印象です 
 


























































































トフォン等のモバイル端末は，大きく重い PC よりも，より日常に近い道具であるといえる。 



























大崎理乃 （鳥取大学工学研究科 特任教員） 
 
＜注＞ 
※1：自己効力測定尺度 SESSE(Self-Efficasy Scale for Science Education) 
実際に学生から採集した尺度は，自己効力感測定尺度 (SCSSE)に加え，認知的方略のメタ認知測定尺度
(MSCS:Metacognition Scale of Cognitive Strategies)，学習方略測定尺度(LSSSE:Learning Strategies Scale for 




※3：Moodle 統計（https://moodle.org/stats/）による公開データを引用（2014 年 2 月 1 日 確認） 
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